
様式2

令和4年3月3日

下記のとおり、運営推進会議を開催したことを報告します。

サービス種別 　介護老人福祉施設

電話番号 　32-9350

2

場　　所 書面開催

3

4

担当者名

運営法人

1

　生活相談員　馬場美枝子

運営推進会議開催報告書

事業所名
 　地域密着型特別養護老人ホーム　アゼリア（令和3年度第6回）

住　　　所 　人吉市蟹作町3690番地

管理者名 　尾方　洋平

　社会福祉法人　回生会

開催日時・場所

日　　時

役職/職種別

　社会福祉法人　回生会　理事長

　施設長

　生活相談員

　機能訓練指導員

事業所職員

　堤　　研

出席者　※利用者及び家族は個人が特定できない方法で記入（公表の可能性があるため）

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、書面会議

委員分野

　ユニット入居者家族

　地域住民の代表者

　地域住民の代表者

氏　　名 所属/主な役職等

　蟹作町町内会長

　蟹作町老人会長

　行政関係者

　渡　良衛

　右田　忠幸

　浦野　員生

　宮原　茉莉

　地域住民の代表者　蟹作町民生委員児童委員

　人吉市高齢者支援課介護保険係

　尾方　洋平

　馬場　美枝子

　原口　貴規

上記「委員分野」欄には、

・利用者及び家族
・地域住民の代表者

・知見を有する者
・行政関係者

のいずれかを記入。

活動状況報告等

　別紙のとおり

　稲田 亜希子 　特養ユニットリーダー

　福田　由和 　管理栄養士
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5

6

7

8

【注意事項】

※会議は原則事業所内で行ってください。

やむを得ず他の場所で開催する場合、必要に応じて事業所内の見学を行ってください。

※この報告書は、運営推進会議開催から10日以内に人吉市高齢者支援課へ提出してください。

コロナ禍である現状で、面会の事や行事の開催などこれまで以上に工夫が必要な状況となっている。アゼリアではユ
ニット毎の小規模な行事の開催等し、感染症対策と生活の質の維持を両立すべく活動に取り組んでいる部分を評価し
て頂いたと感じた。今後もさらに工夫を重ね、ご利用者やご家族に安心感をもって頂けるようにしたい。
また、研修については全職員に向けた研修と併せて、個別の職員のスキルに合った研修を受ける事でそれぞれの職
員が課題を克服し、それがより良いサービスや質の向上に繋がるよう研修、勉強会を企画したいと考える。

これまで同様、感染症対策にも継続して取り組みたい。

地域からの情報提供

活動状況に関する評価・意見・要望

・委員会や研修をしっかりと実施出来ている。
・施設の運営に関して毎日あらゆる面で取り組みが行われている様子が資料を読んで判った。細部にわたり管理、運
営されている事が見られる。
・新型コロナウイルス感染症に関し、取り組みへの労いの言葉。
・感染症対策を今後も徹底して取り組んで欲しい。

上記5に対する事業所の考え・取り組み

特になし

その他特記事項

特になし【意見等は別紙「実施記録簿」に記載】
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